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ショット分類に基づく映像への自動的索引付け手法
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あらまし 増大する量への対応及び利用価値の点から，ニュース映像への自動的索引付けの実現が期待されて
いる．これを受けて様々な手法が提案され，なかでも映像に付随する言語情報を利用したものが活発に研究され，
既に実用化の域に達しているものも存在する．しかし，それらの多くは言語情報主導であり，映像データベース
にとって重要であるはずの，索引（キーワード）と画像内容の一致を考慮したものは少ない．そこで本論文では，
このような問題点を踏まえ，画像的に類似した映像は類似した内容を含む，というニュース映像特有の性質を利
用し，画像的に典型的な映像に対し，内容を反映した語義をもつ字幕を選択的に付与する自動的索引付け手法を
提案し，その有効性を評価する．提案手法を実際のニュース映像に適用したところ，いずれかの典型的映像に分
類されたもののうち，全体の 25～93%，必要な情報が字幕に存在して索引付け可能であったもののうちの 75～
100%に対して索引付けに成功し，一定の有効性を示した．

キーワード ニュース映像，映像データベース，自動索引付け，ショット分類，字幕解析

1. ま えが き

増大する映像資源，殊に速報性と利用価値の点から

ニュース映像への索引付けを行う必要が高まっている．

しかし，現在この作業は主に人手で行われており，増

大する量への対応及び，高度な検索を可能にするため

のきめ細かな索引付けを行うには不十分であり，自動

化が期待されている．

そこで筆者らは，映像中の画像情報及び言語情報を

統合的に利用して，このような自動的索引付けの実現

を目指している．既に同様の手法による研究が活発に

行われているものの，それらの多くは言語情報主導で

あり，映像データベースにとって重要であるはずの，

索引（キーワード）と画像内容の一致を考慮したもの

は少ない．

本論文ではこのような問題点を踏まえ，画像的に典

型的な映像に対し，内容を反映した語義をもつ索引を

選択的に付与する自動的索引付け手法を提案し，その

有効性を評価する．提案手法は，画像的に類似した映

像は類似した内容を含む，というニュース映像特有の
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性質を利用している．具体的には，典型的なショット

に分類した映像に対し，付随する言語情報の中から適

切な語義をもつものを選択的に付与することにより，

映像内容を反映した索引付けの実現を目指す．

まず，2.でテレビニュース映像の特徴と関連研究に

ついてまとめ，3.で提案手法の全体像を紹介する．続

く 4.，5.，6. で各処理の詳細の紹介及び性能の評価

を行い，7. で結論と今後の課題について述べる．

2. ニュース映像への索引付け

まずニュース映像に特有の性質についてまとめた後

に，関連研究の紹介を行う．

2. 1 ニュース映像の構成

以下で述べるように，ニュース映像は画像的及び内

容的な点から構成を考えることができる．

2. 1. 1 画像的構成

ニュース映像に限らず，一般に映像（video）は図 1

に示すような階層的構成からなる．用語を以下のよう

に定義する．

• フレーム（ frame）：映像を構成する静止画像．

• ショット（shot）：画像的に連続なフレーム群．

• シーン（scene）：画像的に類似したショット群．

• カット（cut）：隣接ショット間の不連続点．
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2. 1. 2 内容的構成

図 2 に示すように，ニュース映像の内容的構成は

特有の性質をもつ．図中の各ブロックはショットを表

し，一つの話題（topic）は「キャスタショット（anchor

shot）」で始まり，次のキャスタショットまでの間に

「報告シーン（report scene）」などをいくつか挟む構

成になっている．

索引付けの際には，話題の境界を判定し，内容的構

成を把握することが重要であるため，このような性質

は重要な手掛りになる．また，ニュース映像は類似し

た状況で撮影されることが多いため，画像的特徴量か

ら多くのショットを数通りの典型的なショット分類に

分類することができると思われる．

2. 2 映像中の言語情報

2. 2. 1 言語情報源

映像に付随する言語情報として，主音声，副音声，

クローズドキャプション，字幕（オープンキャプショ

ン）のように，様々なものがある．なかでも字幕は，

重要な情報を端的に表すのに用いられることが多く，

索引付けに用いる言語情報として有望である．筆者ら

の統計によると，1分間に 4件程度出現することが判

明しており，キーワード候補として用いるのに適した

頻度であると考えられる．一方で，主音声やクローズ

ドキャプションを利用すると，キーワード候補を得る

図 1 映像の画像的構成
Fig. 1 Graphical structure of video.

図 2 映像の内容的構成
Fig. 2 Semantic structure of video.

ために冗長な情報の中から重要文や重要語の抽出を行

う必要があり，提案手法ではこのような煩雑な前処理

を行う必要のない字幕を言語情報源として採用する．

2. 2. 2 字幕の特徴

字幕は特定の助詞や体言が末尾に存在したり，文中

からは省略されたりし，通常の文とは文法的に若干異

なる性質をもち [7], [13], [16]，解析にあたり既存の言

語処理手法をそのまま適用するのは困難である．この

ため，5.で紹介する手法により，提案手法で必要とな

る語義属性の解析を行う．

一方，字幕を意味的に分類すると，表 1 に示すよ

うになる．このうち，全字幕の約半数を占める（a），

（b），（g）は映像内容を具体的に表すものであり，直ち

にキーワード候補になり得る．また，（c）は映像内容を

具体的に表すとは限らないものの，話題内容を特定す

るための重要な手掛りになる．これらを合わせ，全体

の 6割程度の字幕が，映像内容に則した言語情報源と

して何らかの形で利用可能である．提案手法では，解

析しやすさの点から，これらのうち（a），（b），（c）を

索引付けに用いる．

2. 3 関連研究紹介

一般的な映像データベース構築・検索システムと

しては，Informediaプロジェクト [14], [17], [24]が著

明である．一連の研究の中でも，CNN（Cable News

Network）社のニュース映像を対象にした自動蓄積・検

索システムであるNews-on-Demand [8]は，主音声の

認識から得られたテキストやクローズドキャプション

から，TF-IDF（Term Frequency Inverse Document

Frequency）法により語の珍しさを統計的に判断して

キーワードの抽出を行う．このような統計的手法は比

較的簡便であり，その点において実用的だが，映像内

容と索引との対応が必ずしも保証されないという本質

的な問題点がある．

本論文で提案する手法を含め，このような本質的な

表 1 字幕の意味的分類
Table 1 Types of television news captions.

分類 割合 具体的内容
（a） 場所・組織 30% ○
（b） 人物 15% ○
（c） タイトル 14% △
（d） 発言の要約・翻訳 10% ×
（e） 時相 7% ×
（ f） 放送技術的 3% ×
（g） 描写 2% ○
（h） その他 19% —
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問題点を解決するために，映像内容を考慮した自動的

索引付け手法がいくつか試みられている．Nakamura

と Kanade [10]は，ニュース映像のショットを会見・

報告，集合，屋外の 3通りに分類し，一方でクローズ

ドキャプション中の文を文法的・意味的解析により会

見，会議，集合，訪問，場所の 5通りに分類し，それ

ぞれ適切な対応関係にあるものを対応づけている（注 1）．

この手法は，そもそもクローズドキャプションを用い

る点，その中の重要文（キーセンテンス）を索引付け

に用いる点で提案手法と手法的に異なる．なぜならば，

我が国でもテレビジョン放送に対するクローズドキャ

プションの付与が進められているものの，日本語の場

合は漢字変換を伴うことから，ニュース映像のような

生放送の映像への実時間での付与は困難であり，その

利用を前提にできないためである．また，提案手法で

は字幕を用いることにより，語句単位での索引付けを

行う点で，困難とされる一般的な構文解析や文中の重

要語抽出を避けることができ，文単位での索引付けよ

りもきめ細かな検索要求にこたえられるものと考えら

れる．

また，これに類似した手法として，Satohら [2]は，

ニュース映像からの顔画像と人物名の自動的対応付け

手法Name-Itを提案した．この手法もクローズドキャ

プションの表記法の性質を利用して人物名の抽出を

行っているほか，顔画像と人物名の対応のみをとる点

は，応用例によっては許容可能な制約であるものの，

一般的なニュース映像データベースへの索引付け手法

としては不十分である．

3. ショット分類に基づく索引付け手法

2. で述べた点を考慮し，ショット分類に基づく索引

付け手法を提案する．この手法では，画像的に類似し

たショットは類似した内容を含む，というニュース映

像特有の性質を利用している．このような性質を仮定

して，画像的に典型的なショットに対し，特定の語義

属性をもつ字幕を選択的に付与する．

提案手法の機構の全体像を図 3に示す．現時点では，

字幕認識及び音声とクローズドキャプションの利用に

関する処理は実装されておらず，前者は人手で行った

結果を利用し，後者は重要文抽出や要約手法 [1], [15]

の利用による将来の拡張を検討している．

本章では，各処理部の簡単な説明を行い，ショット

分類，字幕解析，索引付けに関する詳細と評価につい

ては，各々章を改めて述べる．

3. 1 画像処理部

（ 1） 映像のディジタル化

まず，PC上の画像取込みボードを用いて，アナロ

グ信号で録画された映像をディジタル化する．ここ

では容量の関係から，NTSC放送方式の 30フレーム

毎秒から 15フレーム毎秒にフレームレートを落とし

てディジタル化を行った．また，フレームの大きさは

320 × 240ピクセルとした．

（ 2） カット検出

カット検出には，大辻ら [20]により比較検討された

様々な手法に始まり，MPEG圧縮のデータ形式を利用

した手法 [9]などが存在するが，提案手法では非圧縮

映像に対して高精度でカット検出が行える離散余弦変

換（DCT）特徴のクラスタリングによる手法 [11]を採

用する．この手法は，連続するフレームの DCT成分

によりクラスタを形成し，クラスタからある程度逸脱

したフレームが一定数連続した場合にカットを検出す

る．図 4 に，30分間のニュース映像（計 208カット）

に対して，クラスタの大きさを 15フレーム，逸脱フ

レーム数を 5フレームとし，逸脱と判断するしきい値

を 0.5σ から 4.0σ の間で変えたときの再現率と適合

率との関係を求めた結果を示す．この結果，逸脱と判

断するしきい値を適切に設定することにより，95%程

度の適合率と 80%程度の再現率でカットを検出できる

ことがわかった．

（ 3） 字幕認識

画像処理の本流と並行して，字幕領域の検出と文字

認識を行う必要がある．高精度の OCR（光学的文字

認識）技術は存在するものの，テレビ映像中の字幕は，

走査線の本数（NTSC方式の場合 525本）が少ないた

めに低解像度であることと，文字の背景が均一でない

ことから，既存手法での認識は困難である．これらの

問題は，特に漢字など複雑な文字を扱う際に顕著であ

るが，背景からの文字の分離と認識に関する優れた手

法も提案されつつある [4]～[6]．このような技術の進

歩と合わせて，将来の放送のディジタル化に伴い，字

幕に相当する情報が電子的なテキストとして映像に付

随して放送される可能性も考慮に入れ，本論文では，

字幕認識は実装せずに人手で書き下したものを利用し

た実験結果を示す．

（注 1）：これらの分類名称は本論文で提案する手法による分類と対応す
るように訳した．
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図 3 索引付け機構の全体像
Fig. 3 Overall indexing scheme.

3. 2 言語処理部

まず下準備として，字幕から得られた電子化され

たテキストに対し，日本語形態素解析システム JU-

MAN [21]を用いて形態素解析を行う．その後，末尾

に名詞が存在するものに対して，その名詞に着目した

語義属性の解析を行う．

3. 3 統合処理部

ショット分類と字幕解析の結果を受けて，統合処理

部で実際の索引付けを行う．ここでは，各々のショッ

ト分類に応じて適切な語義の字幕が選択的に付与され

る．具体的には，人物が会見しているショットに対し

ては人物に関する字幕を，人々が集合しているショッ

トに対しては集合に関する字幕を付与する，といった

索引付けを行う．これにより，映像内容を反映した索

引付けが可能になる．

4. ショット分類

3. 1 で述べたような前処理を経た後，各ショットを

画像的特徴に基づき，以下の 5通りに分類する．

• 会見・報告（report/speech）ショット

• キャスタ（anchor）ショット

• 歩行（walking）ショット
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図 4 カット検出性能：再現率と適合率の関係
Fig. 4 Cut detection performance: Relation between

precision and recall.

• 集合（gathering）ショット

• コンピュータグラフィックス（CG）ショット

これらの分類は，実験に用いた全ショットの 57%を占

め，残りはいずれにも分類されなかった．

分類規則の詳細を以下で述べるが，大量のデータを

処理する際の計算量を極力減らすことを考慮し，複雑

な処理により得られる高度な認識結果や特徴量ではな

く，比較的簡素な抽出過程により得られる特徴量を主

に用いている．

4. 1 会見・報告ショット

通常，ニュース映像中で，人物が会見を行ったり，

レポータが中継地から報告を行っているショットには，

画面の中央部に一つの顔が比較的大きめに映っている．

そのようなショットを「会見・報告ショット」と名づ

け，（ 1）顔領域の存在，（ 2）唇の動きの検出，により

検出する．条件（ 2）は資料映像の肖像写真や単に画

面の中央に人物が存在するだけのショットを除くため

に必要である．

（ 1） 顔領域の検出

顔領域抽出手法については非常に多くの手法が提案

されているが，提案手法では以下の手順に示すような

比較的簡単な手法で十分であると判断した．

（ a） 肌色領域抽出

肌色領域の抽出には，修正 HSI 表色系 [19] を用

いた．このうち，I（明度）は暗い領域を排除するた

めにのみ用いる．実際の顔領域の色を参考に，H（色

相）-Sm（修正彩度）空間中の方形領域を肌色領域と

設定した（図 5 参照）．H と Sm の値がこの領域に含

まれるピクセルは肌色であると判断した後，数ピクセ

ルのクラスタ成長を経て，一定のピクセル数以上のク

図 5 H-Sm 空間における顔領域の分布
Fig. 5 Skin colored regions on the H-Sm plane.

ラスタを顔領域と判断した．

（ b） テンプレートマッチング

テンプレートマッチングは，肌色領域として抽出さ

れた手，壁，机の表面などを除外するために行う．い

くつかの顔領域の I から複数の解像度の平均顔を作成

しておき，抽出された肌色領域の大きさに応じて比較

を行う．なお，撮影条件の違いによる影響を避けるた

めに，肌色領域の I をフレーム全体の I の値によっ

て正規化しておく．

（ 2） 唇の動きの検出

会見・報告ショットやキャスタショットの場合，映っ

ている顔は良好な照明条件下で撮影された正面顔であ

ることが多く，顔領域が検出されれば，唇の位置を推

定することは比較的容易である．推定された唇の位置

の周囲での動きが顔領域の他の位置よりも大きければ，

唇の動きがあるものと判断する．現時点では唇の動き

の検出は，この基準に基づき目視により行っているが，

将来的には自動化できるものと考えている．

4. 2 キャスタショット

「キャスタショット」は，スタジオでキャスタが放

送原稿を読み上げているショットであり，ニュース映

像の内容的構成を把握する上で重要な手掛りになる．

（ 1） 会見・報告ショットからの分離

キャスタショットの検出は基本的に会見・報告ショッ

トと同様に行うため，これらから分離する必要がある．

キャスタショットの特色として，スタジオ内で同じよ

うな構図で撮影されるため，相互に画像的に非常に類

似した特徴を示し，かつ出現頻度が高いことが挙げら

れる．これらの特色を利用して，会見・報告ショットの

検出後，それら相互間の画像的類似度を求め，その結

果得られた最大かつ最密なクラスタに含まれるショッ
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トをキャスタショットとして分離する．なお，画像的類

似度は，色ヒストグラムの差異を χ2 検定して求めた．

（ 2） 話題境界の検出

キャスタショットを検出する最大の目的は，話題の

境界を検出することにある．しかし，話題の途中に出

現することもあり，単純に出現と境界を同一視するこ

とはできない．そこで，話題の境界のキャスタショッ

トの特色である，タイトル字幕の出現を利用する．

図 6 に示すように，タイトル字幕の出現前後でフ

レーム全体のエッジ強度が大きく変化する．そこで，

エッジ強度に大きな変化があるキャスタショットを話

題の先頭と判断する．

4. 3 歩行ショット

「歩行ショット」は，人物が歩行しているショット

で，会見や報告以外の人物に関する話題に登場する．

歩行の際，顔を含む人物の上半身は上下に振動するこ

とを利用して検出する．通常テレビカメラは三脚など

に据え付けられているため，上下に動かないものと仮

定する．そこで，図 7に示すように，顔領域の最下部

の上下動を追跡することで歩行ショットを検出する．

4. 4 集合ショット

「集合ショット」は，会議や集会など，映像中に複

数の人物が存在するショットである．一定の大きさ以

上の複数の顔領域が存在する場合に集合ショットを検

出する．

4. 5 CGショット

「CGショット」は，CG（コンピュータグラフィッ

クス）で作成されたショットであり，参考資料的な肖

像写真や解説のための説明図など，他のショット分類

や字幕解析に悪影響を及ぼしかねない内容を含む．そ

図 6 タイトル字幕の出現に伴うエッジ強度の相対的変化
Fig. 6 Relative transition of edge intensity following

the appearance of title caption.

こで，索引付け機構から除去するために分類を行う．

CGショットの特色としては，比較的動きが少ない点

が挙げられ，ショット中の静止時間の合計に基づき検

出する．以下の実験では，この時間を 1秒に設定した．

4. 6 ショット分類実験

以上の分類規則に基づき，75 分間（計 468ショッ

ト）のニュース映像に対して分類実験を行ったところ，

表 2 に示すような結果が得られた．評価に用いる正解

は人間が判断した．また，再現率と適合率を以下のよ

うに定める．

再現率 =
正検出数

正検出数+検出漏れ数
(1)

適合率 =
正検出数

正検出数+誤検出数
(2)

誤検出と検出漏れの主な原因は以下のとおりであった．

• 会見・報告ショットで，顔領域が正面顔でなかっ

たため唇の動きが検出できなかった．

• 非常に短い話題の先頭のキャスタショットにタ

イトルが現れなかった．

• 集合ショットで，背後から撮影されていたため

に顔領域が検出できなかった．

• 歩行ショットで，遠方から撮影されていたため

顔領域の上下動を検出できなかった．

図 7 歩行に伴う顔領域の上下動
Fig. 7 Oscillation of facial region following a person’s

step.

表 2 ショット分類実験の結果
Table 2 Result of shot classification experiment.

ショット分類 正検出 誤検出 検出漏れ 再現率 適合率
会見・報告 55 3 12 83% 95%

キャスタ 53 0 0 100% 100%

〃（先頭） 37 0 6 86% 100%

歩行 16 0 15 52% 100%

集合 70 13 62 53% 84%

CG 14 1 0 100% 93%
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• 静止物体を撮影した映像をCGショットと誤った．

5. 字幕の語義属性解析

字幕の語義属性解析は，各ショット分類に適切な語

義をもつキーワードを付与するために必要な処理であ

る．表 1に示したように，（1）人物，（2）場所・組織に

関する字幕は量的にも内容的にもキーワード候補とし

て適している．これらのほとんどは名詞句であり，日

本語において名詞句の語義は末尾の名詞によって定ま

る傾向があることを利用して語義解析を行う（注 2）．

名詞の語義属性解析に関する関連研究はいくつか存

在する．那須川 [12]は，前後の文脈からの固有名詞の

語義決定，つまり地名か人名かの判断を行う手法を提

案している．一方，渡辺ら [16]は，フレーム中の字幕

の出現位置や文法的特徴を参考にしたニュース映像中

の字幕の解析手法を提案している．

これらの手法は優れた語義解析性能を有するものの，

前後の文脈を把握するに足る言語情報が存在しない字

幕に対して前者を適用することは困難である．また固

有名詞に限定している点でも提案手法での使用には適

さない．一方，後者に関しては，提案手法と類似した

目的で使用することを想定した手法であるものの，番

組によって異なるデザインなどの編集方針の影響を受

けるおそれがある．

更に，情報抽出の分野では，MUC（Message Un-

derstanding Conference）の課題として定義された，

Named Entity Task [18]が存在する．この課題は，テ

キスト中の人物，組織，場所，時相，数値にタグ付け

を行うものである．しかし，この課題もまた，タグ付

け対象のうち，人物，組織，場所については固有名詞

に限定している点で提案手法における解析目的と異

なる．

提案手法ではこれらの点を踏まえ，末尾の名詞に着

目して，各字幕単体での語義解析を目指す．

5. 1 「人物名詞」と「場所・組織名詞」の収集

末尾の名詞に着目した名詞句（字幕）の語義解析を

行うためには，どのような名詞が（1）人物を，（2）場

所・組織を示すかを知る必要がある．このような名詞

を「人物名詞」と「場所・組織名詞」と呼ぶことにし，

人手による形態素解析済みの新聞記事からなる二つの

テキストコーパス [22], [23]から抽出した．

このような名詞の収集の詳細については他稿 [7]に

譲るが，「人物名詞」として 3,793語が，「場所・組織名

詞」として 11,166語が収集された．収集された名詞

表 3 字幕解析実験の結果
Table 3 Result of caption analysis experiment.

語義属性 正検出 誤検出 検出漏れ 再現率 適合率
人物 79 19 4 95% 81%

場所・組織 140 97 20 88% 59%

は固有名詞を含まず，「ボランティア」，「氏」や「台所」，

「駅」といった普通名詞であることに注意されたい．

5. 2 字幕解析実験

ショット分類実験に用いたのと同じ 75分間のニュー

ス映像中の字幕を解析した結果を表 3 に示す．解析の

手順は以下のとおりである．

（ 1） 日本語形態素解析システム JUMAN [21]を

用いて字幕に形態素解析を施す．

（ 2） 末尾の形態素が固有名詞（人名，地名，組織

名）と判定された場合は，その分類に従い，普通名詞

と判断された場合は，5. 1 で収集した各辞書中の語と

の一致を見て分類を行う．

なお，評価のための正解は第三者が判断して決定した．

誤検出と検出漏れの主な原因は以下のとおりで

あった．

• 両者に属し得る名詞が存在（語義の多様性）．

• 不適格な名詞を収集（雑音）．

• 収集した名詞では不十分（語
い

彙不足）．

後二者は収集手法の改良による改善が見込まれるもの

の，語義の多様性に関しては，提案手法では対応する

ことができない．場所・組織名詞の適合率が特に低い

原因は，収集基準が緩いために相当数の不適格な名詞

が混入したためである．これを改善するためには，よ

り詳細な文法的情報が事前にテキストコーパスに付与

されている必要がある．

6. 分類されたショットへの索引付け

ショット分類と字幕解析の結果を受けて，各ショット

分類ごとに適した語義属性をもつ字幕を索引付けする．

6. 1 索引付け手法

各ショット分類に索引付けする字幕の語義属性の対

応を表 4 に示す．索引付けすべき字幕の候補を探す

範囲は，タイトルが存在するキャスタショットにより

検出される話題の境界内である．タイトルが存在する

キャスタショットは，表 2 に示すように，比較的高精

度で検出できる．

（注 2）：この性質は他のいくつかの東アジアの言語には該当すると思わ
れるが，欧米の諸語には必ずしも該当しない．
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表 4 ショット分類と索引付けする字幕の語義属性
Table 4 Shot class and semantics of indexes.

ショット分類 索引付けする字幕の属性
会見・報告 人物
キャスタ（先頭） タイトル
歩行 人物
集合 場所・組織

表 5 索引付け結果
Table 5 Result of indexing.

ショット分類 全数 可能数 正解数 全数中 可能数中
会見・報告 38 30 25 66% 83%

キャスタ（先頭） 15 15 14 93% 93%

歩行 4 1 1 25% 100%

集合 59 44 33 56% 75%

一方，CGショットは，その内容の特殊性を考え，索

引付け対象から除外する．このような方針のもとに，

以下の手順で索引付けを行った．

（ 1） ショット内で該当する属性をもつ字幕を探す．

（ 2） 存在しなければ，話題内の画像的に類似した

ショット内から探す．

6. 2 索引付け実験

ショット分類と字幕解析に用いたのと同じニュース

映像のうち，30分の映像に対して索引付けを行った結

果を表 5 に示す．ショット分類による索引付け手法単

体での評価を行うために，字幕の語義属性解析の結果

としては正解のものを用いた．評価は全数中と可能数

中に分けて行った．全数とは，各々のショット分類に

分類された全ショットの数であり，可能数とは，その

うち正しく索引付けし得る字幕が存在したものの数で

ある．後者のような評価を行ったのは，索引付けに必

要な情報が字幕に含まれないことがあるため，そのよ

うなショットを除いた評価を行いたかったためである．

この結果を見ると，全数中では必ずしも実用的な性

能を示していないが，可能数中ではすべて 75%以上の

索引付け成功率を示しており，他の言語情報の利用に

より全数中の性能の向上も期待できることがわかる．

7. む す び

本論文では，ニュース映像に対する映像内容と索引

との対応を考慮した索引付け手法の提案と評価を行っ

た．全体的な結果は必ずしも実用的な性能を示して

いないが，手法単体での性能からは，更なる改良によ

り実用的な性能が得られることが期待される．また，

ショット分類や字幕解析のための基礎的な技術は既存

の手法を利用したが，それらを組み合わせて利用し，

画像情報と言語情報とを統合的に処理することの有効

性も示した．

今後，映像データベースの検索に対する要求がより

きめ細かなものになることを考慮すると，提案手法の

ように，映像内容と索引との一致を考慮した索引付け

手法の果たす役割は大きいものと考えられる．

問題点としては，ショット分類の種類が少ないため，

手法単体としての性能が向上しても，ショット分類が

被覆するショットの割合が全体の半数強程度であるた

め，総合的な索引付け性能の向上には限界がある点が

挙げられる．これは明示的に分類規則を記述する以上

はやむを得ないため，現在分類規則の統計的な自動獲

得手法の検討を進めているところである [3]．

謝辞 日本語形態素解析システム JUMAN [21]は，

京都大学長尾研究室により開発・配布されているフリー

ソフトウェアである．京都大学テキストコーパス [22]

は京都大学長尾研究室の成果物である．また，RWC

テキストデータベース [23]は技術研究組合新情報処理

開発機構（RWCP）の成果物であり，同機構の許可の

下に利用した．
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